
現
状
と
課
題

地
域
の
強
靭
化

　平
成
25
年
に
大
規
模
自
然
災
害
に

備
え
る
た
め
、
「
強
く
し
な
や
か
な

国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防

災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化

基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
も
、
昨
今
の
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
を
踏
ま
え
、
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
て
も
「
致
命
的
な
被

害
を
負
わ
な
い
強
さ
」
と
「
速
や
か

に
回
復
す
る
し
な
や
か
さ
」
を
合
わ

せ
持
っ
た
強
靭
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

巨
大
地
震
へ
の
備
え

　本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
発

生
し
た
大
阪
北
部
地
震
に
よ
り
、

複
数
の
方
が
負
傷
さ
れ
、
住
家
で
は

2
0
0
0
件
を
超
え
る
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
活
か
し
、

今
後
30
年
以
内
に
高
い
確
率
で
発
生

す
る
と
予
測
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
」
や
、
本
市
で
大
き
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
「
上
町
断
層
帯
地

震
」
へ
の
備
え
を
自
助
・
共
助
・
公

助
の
連
携
を
強
化
し
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
害
に
備
え
た
分
散
避
難
を
促

進
　近
年
、
1
0
0
年
に
1
度
と
い
わ

れ
る
大
雨
が
全
国
各
地
で
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
、

淀
川
や
安
威
川
に
面
す
る
平
坦
か
つ

低
地
で
あ
る
た
め
、
水
害
の
危
険
性

が
高
く
、
大
部
分
の
地
域
が
浸
水
す

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
避
難
所
運
営

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
迅
速
な
誘
導
に

加
え
て
、
感
染
症
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
公
的
な
避
難
所
だ
け
で

は
避
難
者
全
員
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
民
間
施
設
や
親

族
・
知
人
宅
、
自
宅
の
上
層
階
、
車

で
の
市
外
へ
の
避
難
な
ど
、
分
散
避

難
を
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

❹-2

防
災

危機管理

摂津市

災害に強い「まちづくり」と「ひとづくり」を進めるとともに、「自

助」「共助」「公助」の連携を強化し、地域の防災力・減災力を高め

ます。

地域防災計画
分野
計画

基本
方向

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

生命・財産を守り、安心して快適に暮らせるまちにしますみんなが安全で快適に暮らせるまち

災害時における協力協定の締結数 73件 92件

「食料や飲料、非常用持ち出し袋など、
災害時の備えをしている」

と回答した市民の割合

50.3％
（令和2年度）

80.0％

「摂津市は災害に強いまちづくりが
進んでいると思う」

と回答した市民の割合

37.6％
（令和2年度）

80.0％

指標（KPI）

地域防災力の向上

●全庁・全市民体制による事前防災の推進

●防災に関する学習等の充実

●自主防災組織の育成

●企業防災の推進

●ボランティアの活動環境の整備

災害に強いまちづくり

●都市の防災機能の強化

●建築物等の安全化

●水害減災対策の推進

●地震防災緊急事業五箇年計画の推進

●危険物等災害予防対策の推進

応急復旧対策の強化

●情報収集伝達体制の整備

●総合的防災体制の整備

●他の市町村及び防災関係機関との

　連携強化

●避難受入れ体制等の整備

●緊急輸送体制の整備

●生活必需品等の供給体制の整備

●帰宅困難者支援体制の整備

●火災予防対策、消防体制の整備

●災害時医療体制の整備

●ライフライン確保体制の整備

●廃棄物、防疫・衛生対策

●学校園所の体制強化、文化財の

　保護対策

●災害時要援護者対策
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